






















要約 小児虐待の発生機序を推定するため、多胎児例、未熟児例の解析に引続き、全国の

小児科を対象とした被虐待児継続調査資料中、非未熟児症例 126 例について解析した。患

児のみが虐待された107例中25%が医学的問題を、37%が継父母または家庭外養育歴を有し、

虐待者は未熟児例の場合と同様に患児の疾病や精神発達遅滞、あるいは継子や家庭外養育

後の児の拒否的態度や行動について訴えていた。患児に医学的問題がなく実父母に育てら

れ患児のみが虐待された 37 例では親が精薄や精神病で育児能力欠如型と乳児の泣きや排

泄などを虐待理由に挙げた型があり、同胞も虐待された例の殆どは親の育児能力・育児意

識が欠如していた。小児虐待発生機転として未熟児例と非未熟児例に共通して親の育児能

力欠如型と児に伴う問題を親が受容・理解できず適切に対応できない型の 2型の存在が推

定された。小児虐待は児・親・家庭の多くの要因が重なって生じると考えられているが、

その根底には児が意志を伝達できずあるいは親がそれを読み取れないという親子のコミュ

ニケーション障害が共通にあると推定される。 


